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長  

髙  

橋    

隆

鹿
妻
穴
堰
土
地
改
良
区

臨時総代会採決の様子

臨
時
総
代
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、一言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
秋
の
収
穫
を
間
近
に
控
え
、
何
か
と
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご

出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
土
地
改
良
区
の
運
営
並
び
に
土
地
改
良
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
、
格
別
な
る
ご
配
慮
を
賜
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
の
気
象
は
四
月
の
低
温
に
始
ま
り
、
六
月
の
高
温
少

雨
か
ら
七
月
の
記
録
的
な
長
雨
が
続
く
な
ど
、
恵
ま
れ
な
い
天
候
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
八
月
か
ら
は
天
候
も
回
復
し
た
お
陰
に
よ
り
、

水
稲
を
は
じ
め
と
す
る
農
作
物
も
順
調
に
生
育
し
て
お
り
、
ま
た
、

今
期
も
管
内
に
十
分
な
用
水
供
給
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

管
内
の
土
地
改
良
事
業
で
す
が
、
国
営
事
業
は
二
地
区
と
も
順
調

に
事
業
が
進
ん
で
お
り
、
着
手
か
ら
三
年
目
と
な
る
盛
岡
南
部
地
区

で
は
西
部
用
水
路
の
入
替
工
事
等
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
雫
石

川
沿
岸
地
区
の
煙
山
ダ
ム
で
は
本
年
度
か
ら
本
格
的
な
工
事
着
手
と

な
り
、
ダ
ム
内
の
立
木
伐
採
等
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

県
営
事
業
は
小
鹿
妻
堰
等
の
改
修
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
ほ
場

整
備
事
業
で
は
矢
次
地
区
が
念
願
の
事
業
着
手
と
な
り
ま
し
た
の
で

特
別
会
計
を
設
置
し
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
広
宮
沢
地
区
は
事
業
の
早
期
着
工
を
目
指
し
て
推
進
し
、

西
見
前
地
区
は
関
係
機
関
の
協
力
を
仰
ぎ
新
た
な
整
備
計
画
を
策
定

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
各
事
業
が
計
画
ど
お
り
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
関
係
総

代
の
更
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
日
ご
審
議
い
た
だ
く
案
件
は
、
会
計
細
則
の
一
部
改
正
、

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
入
支
出
決
算
の
承
認
、
令
和
二
年
度

一
般
会
計
の
補
正
予
算
、
令
和
二
年
度
特
別
会
計
矢
次
地
区
の
当
初

予
算
、
併
せ
て
四
案
件
の
ご
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
初
に
会
計
細
則
の
一
部
改
正
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
土
地
改
良
区

で
は
令
和
元
年
度
よ
り
複
式
簿
記
会
計
を
本
格
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
新
た
に
特
別
会
計
を
設
置
す
る
こ
と
と
、
国
が
示
す
土
地
改
良

区
会
計
基
準
の
一
部
変
更
に
伴
い
会
計
細
則
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

次
に
令
和
元
年
度
決
算
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
複
式
簿
記
会

計
の
導
入
に
よ
り
従
来
の
決
算
書
類
に
財
務
諸
表
を
追
加
し
た
決
算

と
な
っ
て
お
り
、
当
土
地
改
良
区
の
財
務
状
況
を
よ
り
明
確
に
示
す

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
土
地
改
良
区
の
基
盤
と
な
り
ま
す
賦
課
金
の
徴
収
状
況
は
、

現
年
度
と
過
年
度
を
合
わ
せ
て
九
八
．
六
四
％
の
徴
収
率
で
あ
り
、

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
尚
一
層
徴
収
に

努
め
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
た
い
し
ま
す
。
ま
た
、
繰

越
金
で
ご
ざ
い
ま
す
が
約
一
千
万
円
ほ
ど
の
繰
越
と
な
っ
て
お
り
、

事
務
費
等
の
節
減
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
令
和
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
概
要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

令
和
元
年
度
決
算
額
の
確
定
に
伴
う
繰
越
金
等
の
補
正
、
災
害
応
急
・

小
破
修
理
工
事
な
ど
維
持
管
理
費
の
増
額
補
正
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
各
種
研
修
取
止
め
等
に
よ
る
減
額
が
主

な
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
令
和
二
年
度
特
別
会
計
矢
次
地
区
土
地
改
良
事
業
予
算
の
概

要
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
事
業
着
手
に
伴
い
事
業
運
営
委
員
会
及
び
換

地
評
価
委
員
会
等
の
事
務
経
費
や
換
地
業
務
等
に
つ
い
て
予
算
計
上

し
て
お
り
、
事
業
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
大
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
国
、
県
並
び
に
市
町
と
も
財

政
事
情
の
厳
し
い
状
況
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
各
方
面
に
出
て
い
る
中
で
の
土
地
改
良
区
運
営
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
役
職
員
一
同
健
全
な
る
運
営
に
努
め
て
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
原
案
に
ご
賛
同

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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臨
時
総
代
会
開
催

臨
時
総
代
会
開
催

◆  

提 

出 

案 

件  

◆

令
和
二
年 
九
月 

十
一
日
　
開
催

議
案
第
1�
号�

�

鹿
妻
穴
堰
土
地
改
良
区
会
計
細
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
15
号�

�

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
令
和
元
年
度
収
入
支
出
決
算
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
1�
号�

�

令
和
二
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
第
一
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
1�
号�

�

令
和
二
年
度
特
別
会
計
県
営
矢
次
地
区
土
地
改
良
事
業
収
入
支
出
予
算
に
つ
い
て

令
和
二
年
九
月
十
一
日
午
後
二
時
よ
り
本
土
地
改
良
区
会
議
室
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
策
を
し
て
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
会
は
総
代
現
員
数
六
十
六
名
中
五
十
九
名
の
出
席
を
得

て
開
催
さ
れ
、
前
総
代
の
土
地
改
良
区
功
績
者
表
彰
受
賞
者
を
紹
介
し
た
後
、
議
長
に
舘
澤
実
総
代
（
盛
岡
市

太
田
地
区
）
を
選
出
し
、
鹿
妻
穴
堰
土
地
改
良
区
会
計
細
則
の
一
部
改
正
つ
い
て
等
合
わ
せ
て
提
出
議
案
四
案

件
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

議長　舘澤 実 総代

区 分 事　　業　　名 地 区 名 事 業 量 事 業 期 間

国 

営 

事 

業

国営施設応急対策事業

盛 岡 南 部 頭首工、揚水機場、用水路、
水管理施設補修更新　一式

平成30年度～
令和7年度完了予定

雫石川沿岸 煙山ダム補修更新　　一式 令和元年度～
令和6年度完了予定

県 

営 

事 

業

実 

施

基幹水利施設ストックマネジメント事業 小 鹿 妻 堰 用 水 路 工　　  L=1,220m 平成30年度～
令和４年度完了予定

農業競争力強化農地整備事業 矢 次 区画整理 　　 　    31ha 令和2年度～
令和7年度完了予定

調 

査 農業農村整備事業調査 広 宮 沢 事業計画策定（ほ場整備）一式 平成30年度～
令和3年度完了予定

鹿妻穴堰土地改良区 管内土地改良事業

　

総
代
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
次
の
総
代
に
土
地
改
良
区
功

績
者
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
表
彰
（
在
職
年
数
５
年
）

　
　

平
成
��
年
６
月
１
日　

総
代
就
任

　
　

前
総
代�　

故　

谷
上
　
哲
　
氏

土
地
改
良
区
功
績
者
表
彰
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■ 一般会計決算
●収入

項　　　目 予算額（円） 決算額（円） 比較増減額（円）

事 務 費 142,675,000 137,964,796 △ 4,710,204

土地改良事業費 150,670,000 149,782,335 △ 887,665

財産管理費 6,370,000 5,389,477 △ 980,523

積立金繰出金 41,065,000 43,129,865 2,064,865

積 立 金 844,042,000 844,174,045 132,045

借入償還金 13,883,000 13,881,744 △ 1,256

負 担 金 等 31,595,000 31,524,246 △ 70,754

予 備 費 5,000,000 0 △ 5,000,000

計 1,235,300,000 1,225,846,508 △ 9,453,492

一般会計繰越額　　10,234,374円

項　　　目 予算額（円） 決算額（円） 比較増減額（円）

組 合 費 196,061,000 195,783,783 △ 277,217

財 産 費 2,473,000 2,477,317 4,317

使 用 料 23,556,000 24,271,322 715,322

雑 収 入 2,688,000 3,015,616 327,616

補 助 金 等 60,204,000 60,225,429 21,429

積立金取崩金 64,698,000 64,556,045 △ 141,955

積 立 金 844,042,000 844,174,045 132,045

受 託 料 32,631,000 32,630,000 △ 1,000

繰 越 金 8,947,000 8,947,325 325

計 1,235,300,000 1,236,080,882 780,882

●支出

●借入金（公庫資金等長期借入金）
項　　　　　　目 金 額（ 円 ） 償 還 期 限 事業施行年度

県 営 鹿 妻 新 堰 地 区 42,319,253 R12 H22〜H29

県 営 太 田 堰 地 区 53,253,453 R12 H 2 3 〜 R １

県 営 煙 山 西 部 地 区 26,495,626 R７ H ９ 〜 H 1 6

計 122,068,332

●賦課金の納入状況
年度 項　　　　目 調定額（円） 収入額（円） 欠損処分額（円） 未収入額（円） 収入歩合（％）

R元年度 一 般 組 合 費 169,410,040 167,952,250 1,990 1,455,800 99.14

R元 年 度
事業地区
組 合 費

団 体 営 不 動 地 区 465,810 465,640 － 170 99.96

団 体 営 和 味 地 区 78,380 78,380 － 0 100.00

県 営 煙 山 第 一 地 区 2,047,230 2,035,770 － 11,460 99.44

県 営 煙 山 第 三 地 区 1,639,740 1,626,070 － 13,670 99.16

県 営 不 動 地 区 2,944,170 2,934,150 － 10,020 99.65

県 営 矢 巾 太 田 地 区 473,590 472,650 － 940 99.80

県 営 西 郷 地 区 925,060 904,910 － 20,150 97.82

県 営 南 伝 法 寺 地 区 3,000,100 2,895,950 － 104,150 96.52

県 営 紫 波 中 央 地 区 1,228,740 1,219,870 － 8,870 99.27

県 営 東 部 徳 田 地 区 691,260 688,120 － 3,140 99.54

県 営 盛 岡 西 部 地 区 1,248,560 1,245,050 － 3,510 99.71

県 営 煙 山 西 部 地 区 5,334,290 5,205,500 － 128,790 97.58
過 年 度
H 2 5 〜
　 H 3 0

一 般 組 合 費 1,616,090 852,670 11,390 752,030 53.13

事 業 地 区 組 合 費 200,960 117,020 － 83,940 58.23

計 191,304,020 188,694,000 13,380 2,596,640 98.63
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■ 貸借対照表
科　　　　　　目 金　　額

Ⅰ資産の部
１　流動資産

現金及び預金 36,148,348
未収賦課金等 1,791,030
短期未収金 51,516,998

　流動資産合計 89,456,376
２　固定資産
（1）基本財産

山林、宅地及びその従物 107,643,355
国、県営事業費償還準備積立金 22,106,878

　基本財産合計 129,750,233
（2）特定資産

所有土地改良施設 2,480,275,201
受託土地改良施設使用収益権 323,159,155
財政調整基金積立金 289,376,763
各事業地区維持管理費積立金 43,504,320
農地転用等決済金積立金 396,103,668
維持管理補償費積立金 50,283,706
職員退職死亡給与基金積立金 64,359,170

　特定資産合計 3,647,061,983
（3）その他固定資産

建物及び備品等 193,617,478
適正化事業拠出金 2,551,500
長期未収賦課金等 835,970
有価証券及び出資金 5,203,359

　その他固定資産合計 202,208,307
　固定資産合計 3,979,020,523

３　繰延資産 0
資 産 合 計 4,068,476,899

科　　　　　　目 金　　額
Ⅱ負債の部
１　流動負債

未払金 76,941,951
預り金 489,021
適正化事業拠出金短期未払金 1,278,900

　流動負債合計 78,709,872
２　固定負債

公庫資金等長期借入金 122,068,332
適正化事業拠出金長期未払金 4,334,400
国、県営事業費償還準備積立金引当金 22,106,878
各事業地区維持管理費積立金引当金 43,504,320
農地転用等決済金積立金引当金 396,103,668
維持管理補償費積立金引当金 50,283,706
職員退職死亡給与基金積立金引当金 64,359,170

固定負債合計 702,760,474
負 債 合 計 781,470,346

Ⅲ正味財産の部
１　指定正味財産 0
２　一般正味財産 3,287,006,553

正 味 財 産 合 計 3,287,006,553
負債及び正味財産合計 4,068,476,899

■ 財産目録
資 産 の 部 負 債 の 部

１　流動資産 89,456,376 １　流動負債 78,709,872
現金及び預金 36,148,348 未払金 76,941,951
未収賦課金等 1,791,030 預り金 489,021
短期未収金 51,516,998 適正化事業拠出金短期未払金 1,278,900

２　固定資産 3,979,020,523 ２　固定負債 702,760,474
（1）基本財産 129,750,233 公庫資金等長期借入金 122,068,332
（2）特定資産 3,647,061,983 適正化事業拠出金長期未払金 4,334,400
（3）その他固定資産 202,208,307 国、県営事業費償還準備積立金引当金 22,106,878

各事業地区維持管理費積立金引当金 43,504,320
農地転用等決済金積立金引当金 396,103,668
維持管理補償費積立金引当金 50,283,706
職員退職死亡給与基金積立金引当金 64,359,170

資 産 合 計 4,068,476,899 負 債 合 計 781,470,346
正 味 財 産 合 計 3,287,006,553
負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 4,068,476,899

単位：円

単位：円
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国営土地改良事業の実施状況

　本年度は、西部用水路の管入替工事（0.5ｋｍ）を実施してい

ます。工事期間中は、盛岡市道西部線・矢巾町道西部開拓線は

一部片側交互通行となりますのでご協力をお願いします。

　また、その他主要施設の機能診断調査のため、現在鹿妻穴堰

頭首工からの取水を停止しております。

　本年度は、来年度以降の煙山ダムの堆砂除去に向けて、ダム

敷地内西側の立木の伐採と工事用進入路の造成などが行われて

います。

　本事業では、ダム本体の改修に加え、下流の岩崎川に放流警

報設備を新設し、ダム機能の維持と安全対策が行われます。

主要工事：鹿妻穴堰頭首工　   一式

　　　　　西部揚水機場　　   一式

　　　　　用水路　　　　　4.0km

　　　　　水管理施設　　　   一式

総事業費：40億円

予定工期：平成30年度〜令和７年度

主要工事：堤体・余水吐・取水施設

　　　　　放流施設・管理施設 一式

総事業費：15億円

予定工期：令和元年度〜令和６年度

工事概要

工事概要

新たに入れ替えるダクタイル鋳鉄管（Φ800）

ダム内に溜まった土砂を順次取り除きます

矢巾町西部開拓線での管入替工事の様子

土砂仮置場として敷地内の立木を伐採

国営施設応急対策事業

◯盛岡南部地区

◯雫石川沿岸地区（煙山ダム）
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県営土地改良事業の実施状況

　矢巾町高田地内を流れる小鹿妻堰は造成から40年以上経過し老巧化が進んでいることから、施設の延命

化を目的とした改修工事が行われております。

　改修総延長1,220ｍのうち昨年度までに上流から486ｍが改修され、今年度は327ｍの改修工事を行い

ます。

　矢巾町矢次地区において計画が進められてきました、ほ場整備事業の実施について、令和2年10月24日

付けで土地改良事業計画が確定となり、令和7年度完了に向け事業が本格スタートしました。

　本地区では、地域農業マスタープランに基づき、「矢次地区営農組合」認定農業者へ農地利用集積・集約

化を図り、余剰労働力を活用し地域振興作物である「ネギ」の作付拡大に取り組む計画です。

　さらに、地域の組織である「さんちゃん矢次工房」ではみそ等の加工、販売を行い農村ビジネスの振興

と農村の活性化を図る予定です。

主要工事：水路表面被覆工

　　　　　L=1,220ｍ

　　　　　分水ゲート補修　　 一式

総事業費：1億9千万円

予定工期：平成30年度〜令和４年度

事業概要

令和元年度改修の状況

矢巾PA

矢幅駅
岩手医科大

主要工事：区画整理工　A=30.5ha

　　　　   （1ha以上区画率　14％）

　　　　   暗渠排水工　A=26.0ha

総事業費：10億円

予定工期：令和２年度〜令和７年度

事業概要

矢巾
北中

煙山小

農業競争力強化農地整備事業（ほ場整備）

基幹水利施設ストックマネジメント事業

◯小鹿妻堰地区

◯矢次地区
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お 知 ら せ

⑧

本年度の冬期間は国営工事のため、鹿妻穴堰頭首工からの取水を停止いたします。これにより、管内
全域の維持用水が止水されますのでご協力をお願いいたします。なお、工事の進捗状況及び施設の状
況により、期間の変更が生じる場合がありますのでご了承願います。

維持用水の止水について

水路名 止水理由 止水期間
鹿 妻 穴 堰 頭 首 工 国営工事のため

令和２年１１月２日から令和３年３月１日まで

太 田 堰 　　〃
太 田 上 堰 　　〃
太 田 下 堰 　　〃
鹿 妻 新 堰 　　〃
矢 盛 堰 　　〃
大 堀 堰 　　〃
幹 線 用 水 路 　　〃
南 川 堰 　　〃
三 本 柳 堰 　　〃
鹿 妻 上 堰 　　〃
見 前 堰 　　〃
鴨 助 堰 公共下水道事業のため 令和２年９月２３日から令和３年３月３１日まで
高 屋 敷 堰 　　〃 令和２年１１月２日から令和３年３月３１日まで
小 鹿 妻 堰 基幹水利施設ストックマネジメント事業のため 令和２年９月５日から令和３年３月３１日まで
西 部 用 水 路 国営工事のため 令和２年１０月３０日から令和３年３月１５日まで

水路へのゴミ不法投棄は、重大な違法行為です。
水路のゴミは下流への通水の妨げとなり、これを撤去及び処理
する費用はみなさんの大切な賦課金が使われます。絶対にゴミ
を捨てさせないようご協力お願いします。
また、見つけた際には、警察へ通報など、厳正に対処いたします。

やめよう！やめさせよう！
水路へのゴミ不法投棄

　水路やため池は大変危険なところです。用排水路には大量の水が
流れますので、ふだんから水路やため池のそばで子供が遊ばないよ
う注意したり、危険だなと思ったら声をかけていただくなどご協力
お願いします。
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県民参加の森林づくり促進事業

　令和２年６月10日に雫石町鴬宿地
内にある水源涵養林内で、今回で８
回目となる植樹体験学習会を開催し
ました。
　盛岡市立太田小学校の４年生児童
並びに関係者約30名が参加し、はじ
めに森林機能と森林管理の重要性、
水源涵養林と農業用水との関わりに
ついて学びました。その後、植樹方
法の説明を受けカラマツの植樹を行
いました。
　初めての鍬を使った作業は思うよ
うにいかず苦労しましたが、無事60
本の植樹を終え、楽しい学習会とな
りました。

　令和２年９月24日に水源涵養林内
で枝打体験学習会を開催しました。
　矢巾町立徳田小学校の４年生児童
並びに関係者約50名が森林機能等の
学習をした後、樹齢21年のスギの枝
打ちを体験し森林整備の大切さを学
びました。
　子供たちは、高い場所の枝打ちで
苦労する場面もありましたが、すぐ
にコツをつかみに上手に伐れるよう
になりました。
　枝打体験の後は鹿妻穴堰頭首工を
見学し、森林と農業用水の関わりに
理解を深めました。

当土地改良区では「いわての森林づくり県民税」を活用した本事業
により、体験学習会や施設見学の開催、各種イベントへの出展を行
い森林の公益的機能・森林設備の必要性・森林と農業との関わり等
を学び活かす活動を行なっています。

枝打体験学習会

植樹体験学習会
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21 世 紀 土 地 改 良 区 創 造 運 動

当
土
地
改
良
区
管
内
の
組
合
員
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た

若江 俊英さん

　

営
農
状
況
に
つ
い
て

　

盛
岡
市
猪
去
地
内
の
約
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
内
に
7
ア
ー

ル
の
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
ト
マ
ト
を
周
年
栽
培
し
て
お
り
、
そ

の
品
種
は
、
大
玉
が
「
桃
太
郎
」、
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
「
千
果
」
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
を
始
め
た
頃
は
県
外
の
先
進
的
な
農
業
を
見
学
し
た

り
、
盛
岡
近
郊
の
農
家
か
ら
冬
季
栽
培
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
試
行
錯
誤
の
結
果
、
今
で
は
労
働
者
14
名
に
よ
り
年
間

約
１
０
０
ト
ン
を
収
穫
し
て
い
ま
す
。
そ
の
約
70
％
は
県
内
の

ス
ー
パ
ー
、
約
25
％
を
農
協
や
産
直
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

 

新
た
に
取
り
組
み
始
め
た
、
ま
た
は
今
後
新
た
に

取
り
組
み
た
い
こ
と

　

ト
マ
ト
の
引
合
い
は
ま
だ
強
い
状
況
な
の
で
、
収
量
を
増
や

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
取
組

み
や
、
株
式
会
社
化
に
よ
り
安
定
し
た
労
働
力
の
確
保
に
も
務

め
て
い
ま
す
。　

　

主
力
の
ト
マ
ト
の
他
に
２
本
目
の
柱
と
な
る
作
物
を
模
索
中

で
あ
り
、
色
々
な
作
物
に
挑
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
７
日
に
下
鹿
妻
環
境
保
全
会
（
滝

村
清
美 

会
長
）、
８
月
12
日
に
エ
イ
ト
技
術
株
式
会

社
（
佐
藤 

富
一 

代
表
取
締
役
）
の
２
団
体
と
ア
ド
プ

ト
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

下
鹿
妻
環
境
保
全
会
で
は
盛
岡
市
下
鹿
妻
地
内
に
あ

る
鹿
妻
新
堰
及
び
南
川
堰
の
管
理
用
道
路
に
お
い
て
、

花
の
植
栽
・
草
刈
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
イ
ト
技
術
株
式
会
社
で
は
盛
岡
市
上
太
田

地
内
に
あ
る
鹿
妻
穴
堰
頭
首
工
周
辺
水
辺
公
園
に
お
い

て
、
清
掃
及
び
公
園
整
備
な
ど
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
土
地
改
良
区
の
ア
ド
プ
ト
協
定
は
本
協
定

の
締
結
に
よ
り
、
８
施
設
20
団
体
と
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
い
て

　

飲
食
店
向
け
の
出
荷
量
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
外
出
自

粛
に
よ
る
巣
ご
も
り
消
費
が
増
加
し
た
の
で
今
の
と
こ
ろ

大
き
な
影
響
は
受
け
ず
に
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
感
染
症
の

終
息
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

 

土
地
改
良
区
に
希
望
す
る
こ
と

　

 　

地
域
内
の
安
定
し
た
営
農
環
境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

も
用
排
水
路
の
維
持
管
理
に
万
全
を
期
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

盛
岡
市
猪
去
地
内
で
株
式
会
社
い

わ
て
若
江
農
園
と
し
て
ト
マ
ト
栽
培

に
励
む
若
江
さ
ん
。

　

11
年
前
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
農
業

の
道
に
進
ん
だ
若
江
さ
ん
は
ト
マ
ト

を
通
じ
て
「
喜
び
と
お
い
し
さ
を
お

客
様
と
共
有
す
る
」
を
理
念
に
熟
度
・

鮮
度
・
生
産
者
直
送
に
こ
だ
わ
っ
た

生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大玉トマト（桃太郎）

ミニトマト（千果）
若江農園全景

エイト技術（株）小平盛岡支店長（右）

下鹿妻環境保全会の皆様（左３名）

　
組
合
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
　
　
　
　
〜
盛
岡
市
猪
去　

若
江　

俊
英
さ
ん(

48
歳)

〜

　�

新
た
な
ア
ド
プ
ト
協
定
が

　
　
　
　
　
　��

締
結
さ
れ
ま
し
た
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お
く
や
み

　

矢
巾
町
高
田
地
区
総
代
谷
上
哲
氏
が
令
和
二

年
七
月
二
十
七
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
前
土
地
改
良
事
業
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た

事
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

土
地
改
良
区
の
役
割
を
多
く
の
方
々
に
も
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
鹿
妻
穴
堰
頭
首
工
施

設
の
見
学
並
び
に
周
辺
公
園
の
開
放
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
も
県
内
か
ら
42
団
体
２
,
４
６
３
名

の
小
学
生
等
が
社
会
科
学
習
の
一
環
と
し
て
、

頭
首
工
見
学
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
区
で
は
、
小

学
校
に
限
ら
ず
、

農
家
組
合
や
町
内

会
等
の
団
体
で
も

見
学
説
明
を
行

っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
見
学
希
望
の

方
は
お
気
軽
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。

　

令
和
２
年
11
月
21
日
に
エ
ス
ポ
ワ
ー

ル
い
わ
て
で
開
催
さ
れ
た
、
い
わ
て
水

と
緑
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、

当
区
が
岩
手
県
環
境
保
全
活
動
知
事
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
区
で
は
、
地
域
の
小
学
生
を
対
象
と

し
て
水
源
涵
養
林
で
の
体
験
学
習
会
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
管
内
施
設
内
の
生
き

物
調
査
等
を
実
施
し
、
小
学
生
及
び
地
域

団
体
に
水
源
涵
養
林
と
農
業
用
水
の
関
わ

り
を
通
し
て
水
や
森
を
大
切
に
す
る
環
境

教
育
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価

さ
れ
て
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
環
境
保
全
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
12
月
22
日
に
岩
手
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ

た
、
い
わ
て
農
林
水
産
躍
進
大
会
に
お
い
て
、
寺
前
線
・

高
屋
敷
堰
の
環
境
を
守
る
会
（
猿
舘
和
仕　

会
長
）
と

施
設
管
理
者
で
あ
る
当
土
地
改
良
区
が
岩
手
県
ア
ド
プ

ト
活
動
モ
デ
ル
賞
を
受
賞
し
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
非
農
家
を
含
め
た
地
域
住
民
が
協
同
で
地

域
環
境
の
美
化
・
改
善

に
努
め
て
お
り
、
こ
の

活
動
が
評
価
さ
れ
て
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
の
受
賞
に
よ
り
当

区
管
内
で
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受
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は
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体
と
な
り

ま
し
た
。

本区理事長（左）と猿舘会長（右）
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૊߹һͷมߋ

˕೶஍ͷҠಈ
ɹʢചങɾ௞貸借ɾަ׵౳ʣ
˕೶ऀۀ೥ۚ౳ʹΑΔܦӦҠৡ
˕ଃ༩·ͨ͸૬ଓʹΑΔ໊ٛ
ɹมߋ
˕ॅॴͷมߋ
˕ৼସ࠲ޱ౳ͷมߋ

೶地ͷస༻ 土地改良ࢪઃ౳ͷ࢖༻
˕Ӎਫഉਫ΍߹ซড়Խ૧ॲཧ
ɹਫͷ์ྲྀ
˕౔஍վྑࢪઃ༻஍Λग़ೖޱ
ɹ౳ʹଞ目త࢖༻
˞౔஍վྑࢪઃ౳ͷ࢖༻ͷࡍ͸౔஍

վྑ۠ͷنఆʹΑΓ࢖༻ྉΛೲ෇
͍ͯͨͩ͘͜͠ͱͱͳΓ·͢ɻ

˕ాΜ΅Λ୐஍౳ʹస༻
ɹʢാʢ̏߸஍ʣ஍Ҭ΋ಉ༷ʣ
ʹ஍ʢಓ࿏౳ʣങऩ༺ڞެ˕
ɹΑΔస༻
˕౔஍۠ը੔ཧۀࣄʹΑΔ
ɹస༻
˞೶஍స༻ͷࡍ͸౔஍վྑ۠ͷ

ఆʹΑΓɺస༻౔஍ʹ対͠ن
決ۚࡁΛೲ෇͍ͯͨͩ͘͜͠
ͱͱͳΓ·͢ɻ

こんな時は必ず届け出をお願いします。

のखଓ͖ํ๏౳ʹ͍ͭͯ͸ɺ౰౔஍վྑ۠·Ͱ໰͍߹ΘͤԼ͍͞ɻه্
̡̩̌̍̚̕ʵ̒̑̒ʵ̐̐̔̔ɹ̛̖̭̌̍̕ʵ̒̏̑ʵ̐̒̒̐

ຊ೥౓ො՝ۚೲݶظ͸্هͷͱ͓ΓͰ͢ɻೲ͔ݶظΒ�ϲ݄Λա͗Δͱ೥���ˋͷԆ଺͕ۚՃ算͞Εɺ
ೲೖ͕஗ΕΔ΄ͲԆ଺ֹ͕ۚଟ͘ͳΓ༨計ͳग़අͱͳΓ·͢ͷͰɺૣΊͷೲೖΛ͓͍͠ئ·͢ɻ

˓ො՝ۚͷೲೖ͸ɺศརͳ࠲ޱৼସΛ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻͳ͓ɺʮ࠲ޱৼସಧग़ॻʯ͸ؠखதԝ
೶ڠ૭ޱɹʹ͍͟͝·͢ͷͰɺҹ ʢؑಧग़ҹʣɾ࠲ޱ൪߸Λ֬ೝͷ͏͑ಧग़͍ئ·͢ɻ
ͷར఺͕͋Γ·͢ɻ࣍ৼସʹ͢Δͱ࠲ޱ˓
ɹɹᶃො՝ۚೲೖͷͨΊʹ౔஍վྑ۠ٴͼ೶ڠ૭ޱ΁͘ߦख͕ؒল͚·͢ɻ
ɹɹᶄೲೖ๨Ε͕๷͛·͢ɻ
ɻ͢·͍͠ئ͓ʹΈ͸ૣΊࠐΓ·͢ͷͰɺਃ͔͔͕ؒ࣌ৼସͷखଓ͖ʹ͸࠲ޱ˓
˓͢Ͱʹ࠲ޱৼସΛ͝ར༻ͷํ͸ɺೲظલʹඞͣߴ࢒ͷ֬ೝΛ͓͍͠ئ·͢ɻ

賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！
ୈ̍ظೲݶظɿྩ ࿨ݩ೥݄̑̍ �೔��ୈ̎ظೲݶظɿྩ ࿨ݩ೥̍ �݄��೔

ො՝ۚのೲೖ͸ศརͳ࠲ޱৼସͰ��
ৼସͰೲೖ௖͍ͨ৔߹のྖऩॻ͸ɺ౔஍վྑ͔۠Β௚઀༣ૹ͠·͢ɻ࠲ޱ

組合員の変更
及び土地移動
について

ɹ౰౔஍վྑ۠の賦課ج४೔はຖ೥݄̐̍೔となͬておりますので、૊߹һのมߋ
及び౔஍Ҡಈのखଓ͖は݄̏தにお願いします。
ɹまた、೶஍のҠಈʢചങɾ௞ିआ౳ʣの際、ͦ の౔஍にະೲ賦課金が͋れ͹、౔஍վྑ
法ୈ̐̎৚のنఆにより、৽し͘౔஍をऔಘまたはआडしたํにݖར及びٛ຿がঝ
લに֬ೝされまࣄされることとなりますので、खଓ͖の際はະೲ賦課金の༗ແをܧ
すようお願いします。

⑫




